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日本大学 理工学部建築学科
 理工学部海洋建築工学科
 理工学部まちづくり工学科
 生産工学部建築工学科
 工学部建築学科
 短期大学部建築・生活デザイン学科（幹事校）

連絡先 〒101-8308

 東京都千代田区神田駿河台1-8-14

 日本大学理工学部建築学科教室事務室内
 日本大学全国高等学校・建築設計競技会事務局
 E-mail：nu.hs.competition@arch.cst.nihon-u.ac.jp
 担当：佐藤慎也・井本佐保里・二瓶士門・加藤千晶・堀切梨奈子

日本大学は、建築系学科をもつ 5学部（理工学部、生産工学部、工学部、生物資源科学部、短期大学部）7学科の共通事業

として毎年、日本大学全国高等学校・建築設計競技を実施してまいりました。

おかげさまでこの設計競技も、今年で 67回目を迎えることとなりました。これもひとえに、ご参加いただいた高等学校の

先生と生徒の皆様の情熱と努力の賜物であると考えております。心より感謝申し上げます。

本年は、短期大学部が幹事校を努めるにあたり、審査員長を建築家の野沢正光先生にお願いし、「ひらいている家、ひきう

ける家」と題するテーマのもと作品を募集することになりました。みずみずしい感性と希望にあふれた提案を期待しており

ます。

貴校におかれましては、意欲と関心のある生徒の皆様が多数ご参加ご応募くださいますよう、ご指導のほどよろしくお願い

申し上げます。

日本大学全国高等学校・建築設計競技委員会

委員長　羽入敏樹

■ごあいさつ

日本大学全国高等学校・建築設計競技審査会

審査員長　野沢正光

■視点 君たちが社会人となり建築の仕事をする時間は 22世紀に直接つながる時間です。その時間は今と遠い
未来をつなぐ時間でもあります。一度作られた建築は少なくとも半世紀いやもっと長くありつづけるも
のです。君たちの仕事は22世紀のまちを作る仕事です。遠い未来は君たちにとって近い未来であると
いえるでしょう。君たちが今見ている社会は君たちが生きる時間の中で大きく変化し続けるでしょう。
ストックとしての建築についての考え方も大きく変わるのかもしれません。いやストックをどのように
取り扱うのかがこれからの時間の大きな課題であるのではないか、と僕は考えるのです。新しい建築を
作ることは決してまったく新しい行為ではありません。新しい建築を考えるとき必ず周辺の環境との
関係を考えます。いわば新しい建築を考えることはまちの一部分を改修する、手を加えることなんだと
考えるべきなのです。今回の設計競技に参加される皆さん、深く考えをめぐらし提案をお寄せください。
皆さんの提案に期待します。
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野沢正光（Masamitsu Nozawa）
建築家・野沢正光建築工房代表

1969年 東京藝術大学建築科卒業
1970年 大高建築設計事務所入所
1974年 野沢正光建築工房設立
現　在 横浜国立大学理工学部建築都市・環境系学科非常勤講師
これまでに 武蔵野美術大学客員教授、法政大学大学院デザイン工学研究科、
 東京藝術大学、東京大学、日本大学、京都大学等　で非常勤講師を歴任

住宅遺産トラスト代表理事
木造ドミノ住宅研究会専務取締役

主な作品と受賞歴
1990年　「世田谷区立宮坂地区会館」

世田谷線宮の坂界隈づくりコンペ（世田谷区）1等
1998年　「いわむらかずお絵本の丘美術館」

マロニエ建築賞（栃木県）、平成11年度優良木造施設推奨審査優秀賞、第三回木材活用コンクール最優
秀賞・林野庁長官賞、日本建築家協会第 3回環境建築賞 一般建築部門最優秀賞、第 3回木の建築賞

2007年　「木造ドミノ住宅」
第 6回ecobuild賞 エコビルド大賞、地域住宅計画賞（すまいづくり部門）、2007年度グッドデザイン賞

2010年　「立川市新庁舎」
立川市新庁舎市民対話型 2段階方式による設計者選定競技 1等、平成22年度プレストレストコンクリー
ト技術協会作品賞、2012年日本建築学会作品選奨、第14回公共建築賞 優秀賞

2013年　「熊本県和水町立三加和小中学校」
くまもとアートポリス「和水町立三加和区域小中学校併設型校舎設計業務公開型プロポーザル」最優秀
賞、第20回熊本県木材利用大型施設コンクール 熊本県賞、第10回木の建築賞 中国木材ハイブリッド賞、
第19回木材活用コンクール 農林水産大臣賞

2013年　「ソーラータウン府中」
第18回日本建築家協会環境建築賞 優秀賞（住宅建築部門）

2022年（予定）「海田町新庁舎」
海田町新庁舎整備基本計画策定及び基本設計業務の公募型建築プロポーザル特定者選定

主な著書
『環境と共生する建築』（1993年　建築資料研究社）
『居住のための建築を考える』（1994年　建築資料研究社・共著）
『団地再生のすすめ』（2002年　マルモ出版・共編著）
『住宅は骨と皮とマシンからできている』（2003年　農文協）
『地球と生きる家』（2005年　インデックスコミュニケーションズ）
『団地再生まちづくり』（2006年　水曜社・共編著）
『環境建築ガイドブック』（2007年　企業組合建築ジャーナル）
『パッシブハウスはゼロエネルギー住宅』（2009年　農文協）

FAX：03-3293-8253


